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質
問　

行
財
政
改
革
断
行
の
も
と
総
合
計

画
と
財
政
計
画
が
リ
ン
ク
し
な
け
れ
ば
持

続
可
能
な
行
政
運
営
が
で
き
な
い
。
ま
た

「
合
併
特
例
債
、
過
疎
債
の
起
債
に
当
た
っ

て
財
政
上
の
根
拠
で
あ
る
財
政
計
画
を
市

民
に
示
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
市
民
の
声

も
あ
る
が
、
市
長
の
方
針
を
伺
い
た
い
。

答
弁　

総
合
計
画
の
基
本
計
画
は
、
基
本

構
想
に
掲
げ
る
将
来
像
を
実
現
す
る
基
本

的
な
考
え
方
、
地
域
の
抱
え
る
課
題
、
重

点
的
に
取
り
組
む
施
策
、
各
施
策
の
展
開

の
方
向
性
や
５
年
後
の
目
標
と
す
る
数
値
・

指
標
を
設
定
し
、
財
政
計
画
を
組
み
込
み

た
い
。
財
政
計
画
の
策
定
は
、
４
月
こ
ろ

を
め
ど
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
実
施
計
画

は
、
基
本
計
画
の
施
策
に
対
し
て
具
体
的

事
業
の
体
系
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ

り
、
財
政
的
な
見
通
し
と
整
合
性
を
図
る

た
め
、
計
画
期
間
は
３
年
間
と
し
、
２
年

ご
と
に
見
直
し
を
す
る
。
実
施
計
画
と
財

政
計
画
は
表
裏
一
体
の
も
の
と
考
え
て
お

り
、﹁
行
財
政
改
革
大
綱
﹂
と
の
整
合
性
を

図
っ
て
い
く
。

質
問　

再
編
計
画
に
掲
げ
る
小
中
一
貫
的

教
育
の
基
盤
づ
く
り
を
考
え
る
と
、
小
中

一
貫
校
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
新
た
な
建
設
の
あ
り
方
、
ま
た
既
存

の
建
物
の
活
用
を
含
め
、
二
ツ
井
地
域
の

子
供
た
ち
へ
豊
か
な
教
育
の
場
を
提
供
す

る
た
め
早
期
に
方
針
を
示
し
て
欲
し
い
。

答
弁　

小
中
一
貫
的
教
育
は
、
二
ツ
井
地

域
は
小
・
中
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
１
校
と
な

る
こ
と
か
ら
、
継
続
的
な
指
導
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。
既
存
施
設
の

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
二
ツ
井
町
庁
舎
は

住
民
福
祉
や
地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
も
あ

り
、
小
学
校
施
設
と
し
て
の
活
用
に
は
相

当
の
改
修
費
用
が
想
定
さ
れ
る
。
二
ツ
井

町
総
合
体
育
館
も
小
学
校
の
体
育
館
を
兼

ね
る
こ
と
は
難
し
い
。
上
台
地
区
へ
の
学

校
建
設
に
よ
り
、
安
全
な
通
学
体
制
の
確

保
、
バ
ス
通
学
の
利
便
性
、
都
市
公
園
や

総
合
体
育
館
な
ど
の
公
共
施
設
と
の
一
体

的
な
配
置
、
連
携
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
ま
た
、
災
害
時
の
避
難
施
設

と
し
て
一
体
と
な
っ
た
活
用
が
で
き
る
最

適
地
と
判
断
し
、
計
画
の
推
進
を
図
っ
て

い
る
。

質
問　

登
録
申
請
の
際
、
納
税
証
明
書
の

添
付
が
必
要
で
あ
る
が
、
滞
納
し
て
い
て

も
分
納
や
納
税
の
意
思
確
認
で
申
請
可
能

な
自
治
体
も
あ
り
、
当
局
で
も
検
討
す
べ

き
で
は
。
ま
た
、
実
績
の
あ
る
業
者
と
な

い
業
者
の
対
応
と
限
度
額
の
引
き
上
げ
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
弁　

税
の
完
納
は
経
営
状
況
の
判
断
の

一
要
素
と
な
る
ほ
か
、
市
民
の
最
も
基
本

的
な
義
務
で
あ
る
納
税
を
怠
っ
て
い
る
業

者
に
対
し
、
市
が
発
注
す
る
こ
と
は
市
民

の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
無
料
で

納
税
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
一
般
の

納
税
証
明
書
を
申
請
す
る
方
と
の
間
に
不

公
平
感
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
提

出
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
業
者
選
定

に
当
た
っ
て
は
、
実
績
の
多
寡
に
か
か
わ

ら
ず
、
希
望
業
種
の
中
で
均
衡
に
配
慮
し

な
が
ら
選
定
し
、
履
行
確
認
の
上
発
注
し

て
い
る
。
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
当
面
は

随
意
契
約
が
で
き
る
50
万
円
以
下
の
範
囲

で
実
施
し
、
制
度
の
周
知
を
図
り
な
が
ら

受
注
機
会
の
拡
大
に
努
め
る
。

質
問　

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
が
進
む
中
、

第
二
小
学
校
の
閉
校
は
残
念
で
あ
る
。
地
域

住
民
初
め
卒
業
生
、
関
係
者
は
空
き
施
設
や

敷
地
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
が
、
市
は

一
定
の
方
向
性
を
示
す
時
期
で
は
。

答
弁　

小
学
校
の
跡
地
は
、
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
の
官
庁
街
の
エ
リ
ア
に

隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
市
庁
舎
、

け
や
き
公
園
と
あ
わ
せ
て
、
こ
の
一
帯
は

行
政
エ
リ
ア
と
し
た
い
。
市
庁
舎
の
あ
り

方
が
決
ま
る
ま
で
は
暫
定
的
な
利
活
用
に

と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。
現
在
の
共
同
調

理
場
は
第
四
小
学
校
の
新
調
理
場
完
成
ま

で
使
用
し
、
体
育
館
の
開
放
は
統
合
後
も

継
続
し
て
い
く
。

　

新
た
な
活
用
と
し
て
、
教
科
書
セ
ン
タ
ー

や
教
育
相
談
室
の
移
転
、
会
議
室
等
が
候

補
に
挙
が
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、

暫
定
的
活
用
の
期
間
設
定
や
施
設
改
修
、

管
理
体
制
等
の
方
針
を
定
め
、
市
民
の
皆

様
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
有
効
に
活
用

し
た
い
。

総
合
計
画
と
財
政
計
画

と
の
リ
ン
ク

 

安
岡
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
事
項

・
住
吉
町
住
宅
建
て
か
え
・
ま
ち
づ
く
り
戦
略
と

改
正
中
心
市
街
地
活
性
化
法
へ
の
取
り
組
み

・
空
き
店
舗
解
消
支
援
策

安岡　明雄
（市民の声）

二
ツ
井
統
合
小
学
校

建
設
と
再
編
計
画

小
規
模
修
繕
等

契
約
希
望
者
登
録
制
度

 

薩
摩
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
事
項

・
豪
雨
と
豪
雪
対
策
に
つ
い
て

・
木
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て

薩摩　　博
（よねしろ会）

渟
城
第
二
小
学
校
閉
校
に

よ
る
校
舎
敷
地
の
利
活
用


